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ウエルシー・濃鼠の「ヒスタミン」産生能

t：関すろ実験的研究

第4報 馬脳並びに「ビタミン」の及ぼす影響

金沢大学医学部小見科学教室（主任 泉教授）

松  田  純  也
   」2enya Matuda，

  （昭和27年1月14日受附）

本論文要旨は昭和24年5月，第22回日本細菌学会総会で発表した．

第1章緒

Histidin－decarboxylaseを弧く破壊すると謂わ

れる胆汁，並びに種々細菌に発－育促進作用あり

論

と称せられる「ビタミン」の添加を試みた．

第2章実験方法
菌種，菌液，培養液，試瞼方法は第1報に同じ．

胆汁：日本ペプトン研究所の精製牛胆汁末・「ビタミ

ン」：B1は「メタボリソ」（武田）， B2は「フラボール」

（武田），：B6は「アデルミン」（理研）， Cは「ビタシミ

ン」（武田）各注射液

第3章実験成績並びに考按

      第1節 胆汁末添加

 2％葡萄糖加ブイヨン」，肝片肝ブイヨン」及

び自製小豆並びに卵白アミノ酸加ブイヨン」に

05，1．0，2．O，3．0％に各々牛胆汁末を添加せる

に，菌の発育は甚だ旺盛なるに拘らす，「ヒスタ

ミン」の産生を見す．而して如何なる濃度を以

て，「ヒスタミン」の産生を障碍するや，2％葡萄

糖加ブイヨン」を使用し試みるに，0．05％添加

時すでに相当産生を阻止し，05％を越えるに及

び産生を認めなかった．

 白石（1931年）は胆汁によって急性毒そのもの

は解毒されすとし，当教室の白藤は塩酸ヒスタ

ミン」と余の使用せる胆汁末溶液とに関し，解

毒試験を行V・，該液には「ヒスタミン」解毒作

用を認めて居らない．かSる事実は，既に生威

されたる「ヒスタミン」に胆汁が作用するので

なく，生成の過程に於いて，障碍を与えるもの

と思考せざるを得な》・．既にWerle（1940年）は

胆汁中にHistidein－decarboxylaseを張く破壌す

る物質が有在すると記して居るが，之を立証す

るものであろう．

     第2節「ビタミン」添加

 C添加時にのみ，やN「ヒスタミン」の産生

を見た．「ビタミンCは嫌気性菌培養に応用さ

れ，佐多（1935年），Kligler alld Guggenheim（19

38年）井上（1939年）の報告がある．
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第4章 結

 1） 胆汁末添加は菌発育に毫も障碍を与えな

いが，添力濃度0．5％以上の時，「ヒスタミン」の

産生を認めなかった．

 2）「ビタミン」添加に於いて，C添加時のみ

論

，やN産生を見た．

 棚筆に当り，終始御懇篤な御指導と御鞭儘を辱う

し，［しつ御棟閲を賜わりし恩師泉敢授に万腔の謝意を

表す．
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